
お イ更 り

元顧問 松尾 秀邦

拝復  “やまざと"‖o.14拝受致しました。

名簿を見ていると、音を思い出します。当時の

部員の方々が社会を牛耳つている様子が伺えて

懐かしく拝読致 しました。

ところで、金沢市の委員会の席で定塚君や中

川君とご一緒に過ごされた様で、彼らには小生

の若い時の悪事 (?)の数々を知り、さぞや…

と存じます。これからも何かと会をもたれるこ

とと思いますので、よろしくご放声下さい。

左膝を痛めてもう山歩きは…と断念しており

ます。まだ車は動かしますので、たまには違出

します。 (往復 200肺はありません)

年末ご多忙中のところをお騒がせ致します.

よいお年をお迎え下さい。   頓首

(編者注 :筆者は昨年から金沢市環境保全審

議会委員を引き受けることになった。器も何も

やつてみるのが、一番わかると、受けたまで。

居並ぶおじ様方の肩書きからは、明らかに格落

ち。男女共同参画の時代の流れのとばつちり !

と割り切つたものの一視察旅行中の長い同席時

間を、どないしよ…であった。

それが何と皆さん、松尾先生のご後輩ばかり

…というか、毒気に当たったことのある方ばか

りだつたのである。私達の視察旅行の間中、は

るか松山の地で、くしゃみを運発しておいてた

としか思えない。という訳で、思いがけぬ同窓

会気分を味わつてしまった。その話を同封して

会報をお届けした。 )

8期  伊予 欣二

立秋、盆が過ぎても連日この暑さは…という

大阪の毎日です。

今年から少し山歩きをということで、奥さん

の山歩きに同行して、少し歩いています。高三

郎の石楠花を見には行けませんでしたが、今年

の山歩きで、花を楽しませてもらつています。

7/20～ 22の連体に、どこへ行こうかと迷つ

ていたのですが、赤石、悪沢岳や餓鬼岳が候補

に上がっていたのですが、結局自山になりまし

た。直前に、室堂、南竜に■を入れても、予約

はすでに満杯。まあなんとかなるさと用意にか

かると、飯金が見当らず、久しぶりにコッフェ

ルで飯を炊くことになったりの準備 .

7/20 大阪吹田を5:30に 出発.途中 トラック

の自己などもありましたが、10:00市ノ瀬着。

バス待ちなどもあって、別当を出発したのは11

:30。 普通のベースで甚之助の小屋跡でのたっ

て、15:00前に小屋に到着。小屋を覗くと、先

客は 1バーティ4名のみ。昭和38年に自山オー

プンのボッカで小屋に泊まって以来の甚之助小

屋泊まり (最後は定員オーバー)。

久しぶりの炊飯となりましたが、コッフェル

の底がボコポコで焦げが真っ黒の仕上がりにな

り、何とか無事食事終了。早々と就寝。

7/21 3:30起床。4,30出発。のんびりとエコ

ーライン経由で、お花を楽しみ乍ら、室堂へ、

6:00前 に到着。前日のゴハンの残りに餅入りお

じや。ザックを室堂に置いて、お花畑巡りのワ

ンデリングヘ出発。 (ザ ックは3人で 1個だけ

に。ちなみに、メンバーは私と奥さんと、奥さ

んの山友達の 3人 )。 こんな時期に自山へ来た

のはほとんどなく、こんなに花を愛でてのんび

り歩いたのは初めての白山??
コバイケイソウがこんなにカワイいらしいと

思ったこともなかつたし、自山石楠花がこんな

に咲き誇つているのも初。 (去年は雪が多くて

、8/4,5,6で もきれいだったのですが)

黒百合に4つ も花をつけているのを見たのも。

ビークには一つも立たず、お花畑巡り。お花松

原まで足を延ばし、さらに平瀬道の方ヘカンク

ラ雪渓を覗きに行き (雪はありませんでした )

展望台コースを少し歩いて、8:00～ 17:00頃ま

でノンピリ歩きました。

この日の夕食はコッフェルの底の平らなやつ

てキッチ リ炊き上げました。室堂は運休 2日 日

で何とか泊めてもらえそうで、 2人分で 3人と

いうことで、私は玄関の板間でユックリ寝まし

た。 トイレに行く人の戸の開け閉めがうるさか

ったですが。

7/22 3:30起床、4:30出発。15:10市ノ瀬着

今回の大汝峰が初めてのビーク。ここで北ア

や自山北部の山を眺めてノンピリユックリ。

帰路はお花を眺めてノンピリで釈迦道を。人

も少な <、 砂防や観光の道とは違う、本来の山

を楽しみながら、 2つ 日のビークが釈迦前岳の

みと、最後の車道を除けば、素晴らしい山歩き

で した.最後に永井旅館でユックリ汗を流して

終了.

報告が一つ。白山に「コマクサ」 ｀

お池巡リコースの千蛇ケ池の室堂よりの所に

2株花をつけていました。 (見付けたのは女性

二人)。 解説の人によると、他所から移植した

らしいのですが。
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今年は春から御在所アカヤシオ、比良でシロ

ヤシオ、稲村ケ岳で石楠花、イワカガミと、花

には随分ついています。 9月 10月 には穂高と、

一度も行つたことのない戸隠にでもと考えてい

ます。

小屋泊りは仕方ないですが、餅を自分達で作

つて食べるのが一番いいですね。10数年ぶりに

背負子型のザックを引つ張り出して 担ぎまし

た。まだゆっ<り 歩けば、しばらく楽しめそう

です。

奥様は相変わらず元気で、気の合う山仲間と

二人で羊蹄山、北ア (双六～水晶～赤牛～黒部

)と 出掛けています。

今度いつOBの皆様にお会いできるかわかり

ませんが、自山は、年に 1回位楽しみたいです

ね。いつも白山を知らない人の案内役で、砂防

2001年はこの字でしめくくられる事に

た。 9月 11日 、アメリカでおきた同時

ルの連絡網も 1ケ 月以上フリーズして

した。世界がどうなるのか ?日 本がど

か ?あすがどうなってしまうのか ?

ただ、現在の所、グラウンドゼロに眠るOB
はいない模様です。

このOB会報は、浮き世離れしていることも

一つのよさかと思います。しかし読み返した時

あの事件のかけらも見られない…であつては、

なるほど、知性・常識の欠落した集団と受けと

められかねません。よつて-OBの メールを掲

載し、困惑の記録としておきます。

・観光ばかりでした。釈迦道は S38年の道作 り

のパイ ト以来でしたが、毎日の作業のことしか

記憶になく、シゲジを少し覚えている位。少し

ずつ違ったルー トも歩いてみようなどと、考え

ています。

出しそびれているうちに台風11号。でも、去

るとやっばりすぐ暑さは戻つてきました。いろ

いろお世話になると思いますが、よろしくお願

いします。自山でコマクサを見たので、報告を

兼ねて…。乱筆で記しました。

12期 小西 外士郎

いつもお世話ご苦労様です.再び16年振りで

すが、北海道に来ることになりました。人口よ

り乳牛が多いという広々した酪農敵つた行で気

持ちいい所です.

26期 浅井 浩一郎 (内 )
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11期  青柳 健二

SUB:雪の降る前は (この 1ケ月半の哲学的思考

の報告 )

青柳です。あの 9月 11日 の忌まわしい事件以

来、宗教学的、文化人類学的かつ哲学的にいろ

いろと難しい問題を沈思黙考してきた。

・物質的な豊かさを追求してきた近代文明は、

・ 全ての人類に幸せを与えたのか

。コンクリートの巨大タワーで構成された大都

会は、幸せを約束してはいない

。全世界をアメリカ的にしようとすることが、

人類にとつての成長なのか     |
・ ビンラディンの放った (と される)自爆テロ

は、単純なアメリカ文明への反逆であろうか

・ プッシュが、「善と悪の戦いJと 図式化 し、

タリバンを滅ぼせば問題は解決するのか

。アフガンのイスラム原理主義者が求める幸せ

とはなにか
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・ 自爆テロリス トは、本当は何のために自爆し

たのか

様々な事を考え続けた。夜も寝ずに考えたの

で、昼は仕事中に時々は眠つた。そのうち、寝

ながらでも考えられると思つたので、夜は眠る

ことにした。考え続けると、頭にも休息が必要

だと気付いたので、テレビは見ることにした。

イチローの野球を、朝の 5時に起きて見た。

天才が努力すると英雄になると思った。

高橋尚子のマラソンも見た。目標を達成 した

女性は、次に何をするのか気になったが、一週

間後に記録がアッサリ破られたので、また走れ

ると思い、安心した。

長島監督が突然止めると宣言してから、ヤク

ル トが負け出したので、長島は早まったのかと

心配した。でも結局ヤクル トが優勝 したので、

長島はそれて良かつたと思った.

重要な問題を考えるためには、本を読む必要

があると思い、テロ事件の記事が載つた本を 3

冊買つてきた。

難しい本を読む前に、活字に慣れないといけ

ないと思い、直木賞を受賞した恋愛小説も買つ

て読んだ。今年の夏に行つた上田の塩田盆地が

舞台になっていて面白かった。

同じ作家の、リハビリ中の野球選手と神経を

病んでいるビアニス トの恋を描いた文庫本を買

ってきてまた読んだ。ハッピーエンドではなか

つたので、ガッカリした。

新書本のタリバンという題の本を買つてきて

机の上に置いた。

哲学的な問題を解くのには、教科書が必要な

ので、「われ笑う、ゆえにわれあり」という女

子大の哲学科教授の文庫本もついでに買つて、

真剣に読んでみた。

考えたり、本を読んだり、テレビを見たり、

夜は寝たり、昼は仕事をしたり、仕事中にも重

要な問題を考えたり、重要な問題を考えると眠

くなるので、仕事中も寝たりしていては体に良

くないと気が付いたので、ヤッパリ山にも行く

ことにした.

10月 になつていたので、紅葉が綺■な所が良

いと、今年のコダワリの尾瀬に行つた。沼山峠

から尾瀬沼に入つて、長薇小屋に泊まって、燿

が岳に登つた。ブナやナナカマ ド、ダケカンバ

の紅葉がビークの時期なのだが、今年は霜が早

く来たとのことで、尾瀬沼の紅葉は今一つ本当

の輝きがなかつた。慣が岳では山頂てガスが巻

き、夏に登つた至仏山の勇姿を眺められず、満

足度不足だつた。勿論カメラを担いで、写真も

一杯撮つたが、KUWVの HPに載せられるような

傑作は無かつた。

ヤッパリ紅葉を愛でるなら、天気が良くない

と駄目だと思ったので、天気予報で快晴を約束

された20日 に、西沢渓谷に行つて来た。快晴で

、紅葉も丁度良 <、 水量豊かな渓流には、所々

に豪快・華麗な滝があり、楽しかつた.帰りは

雁坂 トンネルに抜け、秩父に出て、道の駅大滝

で温泉に入った。温泉のある山しか登らないと

いうオジサンの気持ちが、よく判るほど気持ち

良く、このままビールを飲んで限られたら幸せ

だろうと思つたが、お金もないので、暗くなっ

た道を家に帰つた。夜の ドライプでは、眠くな

るので、重要な問題を考えたが、やはり眠くな

り困つた。

9月 11日 を境に世界が変わつた、と言われる

ので皆ヤハリこの重要な問題を考えているのだ

ろうと思つていた。皆同じようにメールを出す

気力も出ないほど考えているのだろうと思って

いたが、金沢のおひい様は、毎週毎週、山に、

ハイクに出掛けていたようだ.桑名のオジサン

も、ヤッパリ毎週どこかに出掛けていたようだ

。でも、みんな、山に登っていても、倉谷で栗

ご飯を食べていても、紅葉に歓声をあげていて

も、あの 9月 11日 のことは、気にかかり、哲学

的に考えているのだろうと思う。田村教祖さま

は、倉谷に定住し世を捨てたテント生活者と、

この大問題を目り合つていたとの報告も受けて

いる。

だが、ニューヨークの巨大瓦礫の下に、今だ

4000人 を超える死体が眠つている現実があって

も、季節は着実に、また冬にむかっている。

冬が来るとまた雪が降る。雪が降るれば、足

がウズク、足がウズクのを放置すると体に良く

ない。体に良くないと、大事な問題を考え続け

ることができないので、スキーに行くことが必

要だ.冬にスキーに行くには、秋にその準備が

必要、だから重要な問題を考えながらも、大台

が原に行く人に別に文旬も言うわない。配偶者

の許可があれば私も行きたいと思う。

だが、 9月 11日 を境に、やはり世界は、歴史

は変わっているので、今年は年賀状を書くのを

止めるかもしれない。大晦日に紅白を見るのを

止めるかもしれない。何十年も続けてきた習慣

を止めることが、重要な問題を考え続けるのに

は必要だと思う。そろそろ重大な決定をしなけ

ればいけないと、今覚悟している。

山登りとスキーと、一般的な尺度では変な人

達とのメールを止めると体にも精神にも良くな

いとことはとっくの音に気がついており、重要

な問題を考え続けるのには、かえって役に立つ

のが、この 1ケ月半でまた確認できたので、止

めてもあまり問題のないことを止めたいと思っ

ている.

人間にとっての美味しさだけを求めて育てら

れて牛達には

「

狂気がとりつく。

右上がりの成長なんて幻だ。
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米山 (新潟・ 993m) に登る 4期  森島  稔

6月 2311(:11)5‖ キに起 きて近 くの米山 (よ オ■べ'ま )に今った′, 6月 σ)イく

は定例の人11異 flllの時 1切 であ り、社内で 1)山 好きのN′キが 3年の任期を終オて

|||lrJ元 へ帰ってい くはずである.(そ の前に)近 くで有名 2`な米山に登ろう、 L
言ったのは 5月 杓jめ の 11「莱取 りに行ったHキ であった。 6月 に入って内示の ||が

j圧づいてきたので、地 元採り1]σ)女ヤ[ご ll「菜取 りや lllが好きな Mさ スンにそっと

23・ 24σ )と ちらかに しようともちか
`サ

た。 tダ)ろ スノ人事事項 l lltti孝 i事可ノ1

のでj ll膚 11:1言 わないⅢ しか しお天気が悪そ うである.、
この /1NLllll t)お

流れか、思

い/)つ 20口 か ら311は ||1張 で留
4(i■ に して 22日 の遅 くに帰ってきたらMさ ス′

から「雨は大 丈夫みたい。行きましょう」 と電話が入る、慌てて押 入オしの (卜 山

用具を引き出す。靴、ホンチ ョ、カッパ、手袋、 ‐式入っている。家内は 「本

気 ?」 と言う顔で見ているが言い出 したら聞かないことは知っている、

翌 11我 が住 まいを 6Hキ に|11て 、N ttσ )ほかに S君が加わって Mさ スノ宅に|IIっ

て、彼 女の愛 11(ホ ンダCRV)に 乗 り換え米山に向か う,急速加わった Sイ |

1)今 |11の異動で 13年 の出向を終オ帰る事になった人で、it11 5時 以降に参力||が

決まったとilう いきさつであるが何 しろ今回の趣旨にびったりである.、

さて米山の紹介はバンフレットによかせ ,Iう 。

[ジ(lll]

lll崎 市と中頚城郡柿崎‖「との境界に位置する標高 993mの 山で、その姿は秀麗で

ある;海岸か らそそ り立つようにそびク、地元では親 しみをこめて 「米山さスフJ

といFlま オじるぃ

「米 111さ スノか ら雲が‖|た …」と

三階節、「行こか参 らスノし 1う

か米山薬師・・・Jυ )米山甚句

な どの唄の魅力で全国的にも知

られていますc頂 _11の お堂には

|1本■1大薬師の一つである米山

薬師がまつ られ、占くか ら信
「

p

の山として有名で、雨乞いに霊

験があるといわれ、「li地 の人の

信仰は厚 く、また毎年 12才
‐
にな

ると十二薬師の加護を求めて登山

する習わ しがある。「111貞 からは刈

羽平野と頚城平野が一望でき、晴

れた口には日本海のかなたに佐渡

を見ることができる。

(米 山伝説)

仏 1輛 として有名な泰澄が、修′子もかオまてこの山にこ t♪ り、薬自市を亥1ん でいたと

きのことであるc

その弟子である沙怖は、托鉢で師と自分の生計をまかなっていた6

伝説によれは、毎日海岸の岬まで ド山 し、沖を通る船乗 りたちに鉢を飛は して

(?滋t力 で 。 ・ 。と言
‐
わオしている)施 しを受けていたとい う、

そス′なある日、米俵を山と積スノだ船がi亜 りかかったゥ

沙爾は『鉢一杯で良いから、米をわけていただけないか ′`』 と、丁 l「lに 頼スノだ

のだが、強欲な船主は ‐粒 t)わ けてくれなかったとい うし沙怖がなにや ら真言

を唱えると、どうい う訳か船 上に積み上げてあった米俵が次々と舞い上が り、

山グ)順 _llに積み 11が つて しまったψ困った船主は ll陸 し、オっちらおっす)ら 今

山 して、沙輌に「l分 の欲深さを詫びたところ、また t♪ や りとる||り に米俵は1/1N llに
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戻 つた とい う。

以来、米俵の積み 11が ン)た この山を、人々は親しみを込めて『米山さ人ノ』と呼

ぶようになった′.(あ くまで『さスノ』が小ナくのである)そ して、その間に亥1よ オし

て完成した薬師は米山薬師と呼ばれ、現在 1)米 山山頂に本られている.

また、沙怖が鉢を飛ばしていた土地は、『鉢崎』と呼ばれていたのだが、戦後の

町村合併と地名改変で『米山町』となつたしだがしかし、郵便局はいまだに「鉢

崎郵便局」の名を使つており、地元民 t)そ の名を使うことが多い.

さて我が家を出発 して
|

か ら 1時 間ほ どで登山

口に着 くっ水野林道で

ある。林道のおかげで

中腹 よで入れ るゥづ
‐
で

に何台か 11が 入ってい

る,「れllliJ σリ
ーンバ・一

もある.

今 llilの コースは水野

コースと 11‐ うし

材(111σ)て |ヽ||IJI:よ い く ノ)

かある1, 本白山奇側|か らイ「

|ナ 111「メ〔11近 くまで 11が

入るとMさ スノが :言 うて,彼女は小学生の頃から登っていて今回は 5年振 りとのこ

とである。

道111(整 備 されて

いろが、 ‖支りつ きは1喘

|:紫 σ)illlれヒごムを初に 「き

イ)tヽ 1 と言オ,1主 るナdttit

イヽ り ごル)ろ 。雨は 1降 ら

ないが完全に霧の中状

態ですJり の :☆ 色11見 ′

41い  ||I Jl〔 1/)リセオしべD4

月か ら痛めた尚
‐。肩を

いたオ)り なが らマイペ

ースで歩 くぅ

イれ 3ヽ人 は、 と見る

と、最後に参加を決め

た S君はきつそ うである。 (S君   型、  Mさ ん )

今回 21111日 で前回 く)同 じコースだったことが思い出されて前回のきつかった思

い出が一緒に蘇つてきたようである。

私は初めてであ り、ひたす ら、我慢、我慢 と言い間かせてマイベースを守る。

昔の弱者先頭を思いだ し一番をキープするぃ

途中休憩をはさみながらも 1時間 10分 ほどで頂上 993mに 着 く。

冒頭に紹介 した薬師堂がある。お参 りして避難小屋 (ロ グハ ウスで広い)で

登山張に記入 して休憩する。周 りは全 く見′_な い。 もちろスノ佐渡 t)見 ′_な い。
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休憩 している うす)に 冷

オ_て きた.お 互い持参の

おベン)で 50分υ)体り[tを

した後 ,8‖寺1()う)ド |||

‖‖始` t)と 来た水野コー

スを ドる`.途 中に ド牧 コ

ース との分‖!支点がある.

これを Fる と嗜1の ある所

か らはるか離オしたところ

'ヽ 下 りて しよう。 S千1が

仲間 とはくサして前日こオし

を下つて しよつたと言 う。

ドリは速いが途中の草花

を見た りしてゆっくり下

りてくる。ちょうど1時 (Nイ1 私 Mさ ん Sイ | )

1苦 |で林道の駐車場に戻った.ま だガスっていて雨がパラバラしていたが、車 ご

帰途に着くし往きと逆に回 り、自宅に帰ったのは 10時過 ぎ.lデ‐朝ゴルフをや

って来たような気分である.

「tjk後 富 士」と呼ばれる姿・形のいい米山を毎 日自宅か ら眺めていたが、ま

ず ^′ )登れた。周 りの景色が見られなかったのは残念であるが、この近さを考

,そ ればいつでも一と思 う.周囲には妙高、火打、黒姫、雨飾、などなといい出

がある。 この次の誰かの送別登山になる前に、と、Mさ スノと話 し合つていると

ころである。

妙高山 (2454m)に 登る

4期 森島  稔

2001年 もあと lヶ 月を残すころとなった。 1年前は2000年 最後という
ことで「ミレニアム」が氾濫 していたのだがずいぶん前のことのように思える。
今年の初めに宣言 していたことが 3つ (①スキーをやる。②米山に登る。③

妙高山に登る。)あ る。 スキーは晩冬の 3月 に残雪の中、生まれて初めてスキ
ーを履いた。滑つたとは言わないが、60歳にして初めての挑戦 ?で あった。

米山はすでに報告済み (今回のやまざと?)で ある。そして今回の報告が妙

高山である。

上越市に来て 2年が過ぎた。周 りは山と日本海である。中でも妙高山は日本
百名山のひとつであり、わがマンションから毎朝眺め観天望気している山であ
る。上越に住んでいて妙高を知らずに済ませられるものではない、と意気込ん
で宣言した次第である。
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「妙高山の由来について」    ‐

妙高山は古くから越 (こ し)の中山と呼ばれ、その中山が名香山 (な かや

ま)と なり漢詩を詠みこむため、音読して名香山 (み ようこうさん)と なり、

字を飾つて妙高山となつたといわれている。

わが国には、その土地の名山を中山と呼んだ慣わしがあり、命名の流行がこ

の地にも及び「こしの中山」となつた言い伝えがある。

さて今回も社内の (職制と慈悲による)有志5名 との6名 で 9月 29日 (土 )

の朝早く自宅を出発して妙高山の麓  「燕温泉」に向かう。6時集合に全員意

気込んでそろつた。

天気も上々である。

6時 き つか りにス

ター トを切つて、短

い温泉街を抜け、薬

師堂で拝み、野天風

呂の「黄金の湯」(無

料)を横目に見なが

らスキー場 中 をあ

るく。温泉の原水を

引 く「湯道」に沿つ

て 歩 い て い く と

「源湯」に着 く。こ

こ らあた りか ら硫

黄のにおいがきつく (後列中央 が 私 )

なつている。燕温泉は白濁の典型的な硫黄温泉である。 妙高山には、水呑場

が少ない。写真右に見える水 と黄金清水 しかないのではないだろうか。沢の水

は、硫黄分を含み飲むことができない。

光明滝、称名滝の横か らは頂上まで登 りが続 く。 日本海側の山はほとんどが

独立 した山でなだらかな縦走路はないようだ。

登 り始めて 2時間半で天狗平に着 く。 ここはわずかな平地で犬小屋程度の祠

がある。赤倉から大谷 ヒュッテ経由で登 つて くると天狗平に くることになる。

休憩の後いよい

よ頂上目指す。ひた

す ら急なのば りを

黙々と登る。この山

には「*合 目」の標

識がない。地図に書

-90-



1800mく らい

の高 さが紅葉 と し

て最 も見 ごろで あ

った.

|1軍j
頂上直前 で鎖場に出 Iミ

る .

麓 か ら 4時 間が経 つ

ている「

この鎖場 は名前 の

とお り直登 の ため鎖

や ロー プが か け られ

て いて上 り下 りとも

これ を使わ な い と危

険である.

風も少 し出てきた
=

周 りは紅葉 して きて

大変美 しい.

そのくらいの余裕があつたのである.

よ うや く頂 上 に到

達.妙高は頂上を 2

つ持 つて い るc新
潟・長野方面に来る

と画廊 に飾 つて あ

るのは妙高 山ばか

りで イモ リ池か ら

見 た馬 の背 の よ う

な姿が特徴であるビ

最初 に至1達 したの

は 南 峰 (2454
m)で あるc

山 頂 の 気 温 は

35℃ご20c mく らいの霜柱が解け始めているc

時間は 10時 35分。日当たりをさが しておにぎりを食べるが寒いので落ち着

かない.

三角点は北峰 (2446m)に ある。

11時 45分 山頂を後に「燕新道」側に下るc長助池分岐までは急峻であり、こ

ちらから登って来る人たちも苦 しそうだ`我 々の燕登山道側が苦 しいと言われ

ていたがどっちも同 じだ .

長助池に出て 1時間で黄金清水 (こ がね しみず)に出る。ここが水場だ。名

のとおりうまい
.
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―休み してまたまた一気に下つていく。それにしても下りがきつい。朝登つ

た燕登山道との分岐点である麻平に着いたのは 16時 15分。

途中、川原に出たと

ころに野天の「河原

の湯」がある。混浴

である。本来これに

入 つて帰 る計画で

あったがすでに 日

暮れが近いので断

念する。登山口の燕

温泉バス停に着い

たらちょうど17時。

天候は終日快晴で青空の下気分よく登つた。帰宅が 18時。自宅からまだ

夕聞に包まれた妙高が見える。なんというツキのよさであろう。これで

今年の山は日標完了。ゴルフは肩をいためたこともあつてこの登山の前

前日に今年最初で最後の 1回であつた 。・・。

来年のことは言うまい。船田事務局長からの (原稿の)召集令状が怖い

から。

「コース&タ ィム」

平成 13年 9月 29日

6:00 燕温泉 ⇒ 7:25 湯道分岐 ⇒ 8

10:00 鎖場 ⇒ 10:35 妙高山山頂

山頂出発 ⇒ 12:50 長助池分岐 ⇒ 13:
14:20 黄金清水 ⇒ 16:15 麻平 ⇒

来li ,ス j  りIt
ウ々:II11

:30 天狗平 ⇒

(昼食) 11:45
24 長助池 ⇒

17:00 燕温泉

55∝ 3`
1'                                                                                 r｀ ,

環
=:=

`賞

||

轟∵

1山
"渉

′′■

7∬
′
=L■̀
|●

ゝ́1,L●コ

摯l,言 :

スタ… 卜地点
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大辻山に登つてきました 投稿者 :木津 治男

大辻山は、立山連峰の前衛峰で芦琲寺近 くの低

仙です。
標高は1,361mと 、低山ですが、立山酢 が一望
できる原始の山 として 人気の高い山です。物の

本によると「立山連峰の概念を知るのに好位置

」 と、 「地元の者でも、日印を付けておかない

と戻れなくなる」 と、何かそそられるものがあ
ります。
最近は登山道 も整備 され 日印も多くなったそ う
ですが、やは り、 4月 ～ 5月 の残雪期が一番だ

そ うです。それで、この 22口 (口 )に登 つてき
ま した。
立油少奪増 然の家に駐車し、積雪の林道を 歩 く
こと 1時間余 り(約 3姉)、 登 り日の長倉峠から

頂上まではずつと雪上で したが 、やは り雪lLIIま

堤 にやさtいですね。野球で言えば 、人工芝に

対す る土のグラウン ドです。木立の中をア ップ
&ダ ウンで、約 2時間程 (●―t―夕魯30分含むう
の中高年むきの登 りで した。一番の特徴である

、 「見事な眺望」は残念なが らガスの彼方で し
た。少 し、晴れ間もあつたのですが、毛勝山三

山、立山、剣 とい うわけには行きませんで した

。でも、再度登つてみようかとい う気持ちにな

る山ではあ りました。原始性は、 トレースのみ
が

｀
日卸 で、 リボンや標識の噸 は見かけませ んで

した。新 しい トレースを目当てに歩いた ら、登
り口と1違 う方向に下つてきて しまい ました。
でも、そのお陰で、ミズバショウの群落に出合
い、花の咲が けで、なかなかの見頃で した。

HPは 部室、掲示板 は連絡帳感覚 で 投稿者 :Ю
期 木津 治男

昔の音のことだつた。講義に飽きると、一人部
室にふ らりとやつてきた。着替えるや、卯辰山
に走 り、所定の トレーニングコースを廻つた。
学食で昼飯を食 うと、部室に戻 り、一人 、また

卯辰山へむかつた。何かに、つかれたように、
いつも走つていた様な記憶がある。一 日に、卯
辰山往復 3回 をこな したこともあつた。

体育の講義は、サーキッ トトレを選択 し、A
クラスで、懸垂 10回、 5 0kgベ ンチプ レス 5

回、 60度腹筋 30回 etcを 、 2セ ッ トこなす
と、吐き気がするくらい、バテた。た しか、横
でベンチプ レスを一緒にやつていたのは、ボー

ト部所属のでつかい男だつたのを覚えている。
これを、 1年間通 した。
今から思えば、ただ山に登れる体力が欲 しい一

念だつたような気がする。
1年生の頃は、私にとつて、部室は居心地悪 く

、ゆつくり座つておれる場所ではなかった。い

わば、 トレーニングの為の更衣室であった。 ど
っかと、座れるようになったのは 3年生 ぐらい

か らだつた。
夏休みの、久 しぶ りの部室は、た しか大学 ノー

トが連絡帳 として置いてあ り、それを、読むの

が楽 しみだつた。上級生にも、下級生にも、筆
達者がそろつていて、それぞれ健筆を振るつて
いた。
かつて、KUWVで 活躍 していた、OB連 よ、
HPを覗いたら、部室に入つてきたのと同 じだ

よ。連絡 ノー トな らぬ、この掲示板に、ラブ レ

ターの一つも書いてみよう。

奥大日岳縦走 投粘者 :10期 木津 治男

この土日に、ある中高年登山グループに誘われ
、 28日 (土)立 山室堂→雷鳥沢→奥大 日岳→

大 日小屋 29日 (日 )大 日小屋→大日岳→大日
平→称名登山口を縦走してきました。
大日岳は、初めて登る山です。
北ア、南アとアルプス連山は殆ど登つていたは
ず、なのにです。
*

学生時代より同期の吉野君より、そのすばらし
さについてはしょつちゅうレクチャーされてい
たのですが、いつか登れるわいで早、 30年を
越えました。
ネ

昨年 より、夫婦で登山再開 しま したが、カ ミさ
んは昨年友人と二人で 、称 右霊油旧 より大 日岳
には 2回 も日帰 り登山を果た し「吉野 さんの言
われ るのはよくわかるわ、素晴 らしい山よ、何
回行つても飽 きないわ」 と聞かされてお りまし
た。
*

今回、土 日と嗜う ことで、カ ミさんも厚子師匠
も勤務 であいにく不参加で したが 、こしゃくに

も、二 日目の下 りで、大 日平よリワンピッチ程

度のとこ ろでバ ッタリ通 り過ぎま した。二 人共

謀 して 日帰 り登山を敢行 したもので した。私等
が厚生年金休暇センタで入浴直後に、大 日岳か

ら称名に下 りてきた と連絡入 り、一同でその健

脚にびつくりしたので した。恐るべ し、奥様パ

ワー。
*

今回のメーンイベン トは、大日小屋より望む剣
岳の見たこともない先鋭なオベ リスクでした。
昴が輝くオベ リスクのシルエットと朝焼けの剣
をゲットしました。 しかし、あいにく、厚い雲
でご来迎には至りませんでした。
それでも、前日はガスが切れず、視界不良のマ
マ小屋入 りしましたので初めて荷揚げした三脚
の出番があリホジトしました。使わず終いだつ

たら泣くところでした。
*

早朝 4時に リーダーから、本津 さん星空だぞ と

たたき起 こされて朝食まで小屋前で震えなが ら

カメラにか じりつきながら撮影 してました。大

日岳は私にとつて、いい山にな りま した。皆様

もどうぞ、お運び下さい、その時は縦走を勧め

ます。小屋に泊まつて、ぜひ早朝の剣を堪能 し

てみて下 さい。
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